
5mm
四方余白

音声コード





○○県竜巻注意情報　第１号
平成××年７月２５日１４時５６分　△△地方気象台発表

○○県は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しが
ある場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。

この情報は、２５日１６時１０分まで有効です。

「竜巻発生確度ナウキャスト」
■ナウキャストで詳細な領域を把握できます。

（ＰＣ）http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
（携帯）http://www.jma.go.jp/jp/bosaijoho/m/radnowc/

激しい突風が発生する可能性が高い領域を
２段階の発生確度で表します。

常時（10分毎）常時（10分毎）常時（10分毎）

発生確度発生確度
2（5～10％の確率で発生）2（5～10％の確率で発生）
1（1～5％の確率で発生）1（1～5％の確率で発生）

発生確度
2（5～10％の確率で発生）
1（1～5％の確率で発生）

戸外では、
携帯電話サービスで
最新のナウキャストを

随時確認

空の様子に注意し、
積乱雲が近づく兆しを
感じたら、ただちに
身の安全を確保

外出前に最新の
注意報を確認し、
注意喚起

竜巻が発生しやすい
気象状況かどうか
事前に確認







このリーフレットは、印刷用の紙へリサイクルできます。 平成26年8月

年間平均で２５個程度の発生が
確認されています。
（2007年～2013年、海上竜巻をのぞく）
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件 竜巻の月別発生確認数（1991-2013年）

集計対象：「竜巻」および「竜巻またはダウンバースト」である事例のうち、水上で発生し
　　　　　　　その後上陸しなかった事例（いわゆる「海上竜巻」）は除いて集計しています。

台風シーズンの９月に発生が
最も多く確認されています。

季節を問わず台風、寒冷前線、
低気圧などに伴い発生します。

特に沿岸部で発生が多く確認
されています。


